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軽快な「エイサー」で始まる

今年の「教育のつどい」は、８月１８日から３日間（開催前日青年部プレ

ゼンツを含めると４日間）、岡山で、提出レポート総数３６６本（４年間で

最高数、兵庫高教組からは７本）、２８の常設分科会と２つの特設分科会、

７つの教育フォーラムが、右翼をはじめとする妨害をはねかして、開催され

ました。久々の近県での開催とあって、レポーター以外でも兵庫高教組や兵

庫県からの多数の参加者と各会場で出会えました。

全体集会のオープニングは、美作大学沖縄県人会の「エイサー」で参加者

と一体となって、明るく元気よく軽快に始まりました。その後の討論のよび

かけでは、冒頭に、全国学テのクラスごとに公表される平均点が、教員評価

と賃金にリンクされている市の小学校で、「明日、僕は迷惑かけたくないか

ら休むね」と勉強が苦手な子が終わりの会で発言し、クラスの全員から拍手

が起こったという話がありました。深刻な今日の教育課題の一例を示す報告

でした。

社会のしくみと子どもの育ち

記念講演は 、神戸女学院大学石川康宏先生。

４つのテーマで講演を進められました。

１.子どもととりまく社会と政治

２.教育者は「人を育てる」のが仕事

３.教科教育をよりよい「生き方」と

結び付けて、「何のために学ぶの」の問いに答える

４.日本の社会と個人とが直面する課題

印象的なものに、石川先生が大切に考えられていることのなかに「現場が

７割、社会で３割」。学校現場で生じる課題、例えば貧困と格差の拡大から、

子どもたちを守るには、学校現場だけでの実践に全力を尽くすだけでは解消

できない。３割の余力で、学校を出て、授業料の無償化など教育予算の拡充

や条件整備を、父母や地域で活動しなければならないという意味です。私た

ち高教組組合員が学校で授業その他の実践に力を注ぎつつ、組合活動に参加

していることもあてはまると考えました。

その他、大学で、ゼミ生に何かを教え込むではなく、自ら考え行動するこ

とを見守ってこられた先生の実践や印象に残った学生さんのお話など、ユー

モアを交えた内容で進められた講演でした。

「こうあるべき」からの脱出－多様性と共生について考える

美作大学「沖縄県人会」のみなさんによるエイサー

大学生、中学校教員など４人のパネリストの発言から始まりました。

なかでも注目されたのは、中卒、元暴走族のリーダーで、現在、東京六

大学の教育学部の学生Ｈさん。Ｈさんは、教師への反抗的態度から、やが

て授業には一切入れてもらえず、他の生徒とも会わせてもらえない「別室

指導」を受けていました。学校では排除される一方、街で夜間に徘徊する

仲間や年長者に、悪いことをすれば認められ、居場所を見つけた、と言わ

れていました。

ゼロトレランス方式による指導方法は、福山市教委から下ろされたもの

が、各校ほぼ文言を変えずに実行されていました。職員会議で議論された

こともなく、指導方法について保護者から度々見直しの声が上がるなか変

えられずにすすめられています。Ｔさんんもこの中におかれたのでした。

中学校教員Ｋさんから、福山市のゼロトレランス方式では、「別室指導」

の際に、生徒と教師との話し合う場も否定され、話そうとした教師には、

他の教師から、決められた方法にしたがうように糾弾され、指導方法を画

一化されていく、というものでした。まるで改定学習指導要領のような方

法で、教師も管理統制される方法となっています。

今も福山市では「別室行くか？」の一言で、生徒たちは黙らされるとい

う状況が続いています。ゼロトレランス方式導入後、窓ガラスが割られる

など学校の荒れ始め、生徒と教員との信頼関係も希薄な状況が、Ｋさんか

ら報告されていました。

建築現場で働いていたＨさんは、発注ミスから親方に多大な損害を与え、

迷惑をかけないように学ぼうと思い、誰でも受け入れてくれる学習塾へ行

き、高卒認定試験を取って大学へ進まれます。

大学では、数カ国語を話せる同級生や多くの自分とは異なる環境で育っ

た方々と出会い、多様性の素晴らしさを実感されているそうです。

Ｈさんは最後に「人それぞれ道のりがある。今までの経験があって自分

がある。一人ひとりのあり方を認めてほしい」と締めくくられました。

分科会に参加して（抜粋）

共同研究者の先生方からのまとめがを聞く中で、あるべきものからの脱却は人間性を解放させる・

ある水準を超えるとそれが説得材料になる・子どもたちにとっての居場所作りが大切・文化的な生活

を作っていくための文化活動と言うがはたして大人は文化的生活を送っているか？・子どもたちと

一緒におもしろさを追求していくことが大事・子どもたちと活動する際には、子どもたちを多面的に

見ることが大事という言葉が印象に残りました。また、「子どもの権利条約」は遠い存在だと思ってい

ましたが、今回の分科会で「権利条約」第31条（休息・余暇・遊び・文化的・芸術的生活への参加）の

話を初めてうかがって、「権利条約」が身近なもので、大切なもので、守られるべきものだということが

わかりました。

今回、私は二度目の分科会参加の教育のつどいでした。前回は埼玉であった教育のつどいで、

その当時の日高教からの推薦でレポート発表をさせていただきました。その時は自分の発表で精一

杯だったので、他の発表を聞いたことは覚えていません。ですから、今回は発表を聞くのをとても楽

しみにしていました。発表は充実した内容でした。大変濃い二日間だったと思います。参加すること

が出来て本当に良かったです。ぜひ、参加して文化活動の風を感じてほしいと思います。歴史認識 小分科会

学校づくり 小分科会


